
越生・鳩山新校基本計画検討資料 
第２期実施方策における新校の基本方針 

・クリエイティブな分野で活躍できる人材の育成を目指します。 

・美術に関する専門科目に加え「アニメーション」に関する科目などを設け、専門的な知識や技術の習得を目指します。 

・県内にあるアニメーションスタジオなどの外部機関との連携を通して、より実践的・体験的な学習活動を行います。 

 

基本理念 

（１）目指す学校 

越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

①主体的な学びにより確かな学力の向上

を推進する学校 

②自立を育み、進路希望を実現させる学校 

③対話と協働による結びつきにより、地域

から信頼される学校 

❶地域との協働を通して自己有用性を高

め、専門的な知識を活かして社会で活

躍する人材を育成する学校 

❷生徒一人一人を大切にし、主体性と社

会性を養い自らの強みを活かした進路

を実現できる学校 

・新校基本方針との関

連 

 「クリエイティブな

分野で活躍できる人

材の育成」 

◎進路実現 

ア 個に応じた指導によって生徒一人一人の資質・能

力の向上を図り、自らの強みを生かした進路の実現

を目指す学校 

イ 実践的・体験的な学習活動を通して主体性を養

い、クリエイティブな分野で活躍できる人材を育成

する学校 

ウ 地域との協働的な学びを通して、地域や社会に貢

献しようとする生徒を育てる学校 

 

（２）育てたい生徒像 

越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

①主体的に学び続ける意欲・能力により、

確かな学力を身につける生徒 

②多様な社会で自立して生活できる生徒 

③周りから信頼され、自分の力を社会で生

かすことができる生徒 

❶主体的に学び、自己発信ができる生徒 

❷社会生活に必要なマナーを身に付け、

社会で自己実現できる生徒 

❸地域に学び、地域に育まれ、地域に貢

献する生徒 

・新校基本方針との関

連 

 「クリエイティブな

分野で活躍できる人

材」 

◎主体的に学ぶ生徒 

ア 主体的に学び続ける意欲を持ち、自らの資質・能

力を高めようと努力する生徒 

イ 自分の考えをもち、表現し、行動することのでき

る生徒 

ウ 他者を尊重する態度を備え、周囲から信頼される

生徒 

エ 芸術に親しみ、自らの興味・関心に基づいて創造

性を高めようとする生徒 

 

 

参考資料１ 



教育活動等の基本方針とその具現化 

（１）基本姿勢 

越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

①美術科、普通科それぞれの利点を生か

し、生徒一人一人の進路希望を叶えるよ

う、教育活動を高める。 

❶多様化する生徒それぞれに合わせたカ

リキュラムにより基礎・基本の徹底を図

り、主体的に学ぶ意欲の向上を図るとと

もに、地域との連携により社会性を身に

付け、自己理解を深め、自分の強みを活

かして社会で活躍するための資質・能力

を育む。 

・学習指導要領との関

連（育成を目指す資

質・能力の三つの柱） 

 

生徒一人一人の個性の伸長を目指し、社会で活躍す

るための資質・能力を育むために、主体的・対話的

で深い学びの視点から学習内容の充実を図るととも

に、探究的な学習等を通じ、地域をはじめ多様な他

者との協働的な学びを実践する。 

 

 

（２）教科指導 

 越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

基
本
方
針 

①基礎的・基本的な学力を定着させる

ため、達成感を引き出す授業を展開

し、常に授業改善に努める。 

②個々の生徒を伸長させるため、一人

一人の進路希望に応じた多様な講

座を開設する。 

③学ぶ楽しさを実感させ、学習意欲を

喚起させるため、関係機関と連携す

る。 

❶基礎的・基本的な学力を定着させるため、

多様化する生徒個々に合わせた授業を実

施し、生徒の達成感を高める。 

❷生徒一人一人の興味や進路希望に合わせ

た多様な講座を開講して主体性と学力の

向上を図る。 

❸地域や専門機関等と連携した実践的・体験

的な学習活動を充実させ、学習意欲を喚

起する。 

・新校基本方針との関連 

「「アニメーション」に関

する科目などを設け、

専門的な知識や技術の

習得を目指す」 

「外部機関との連携を通

して、より実践的・体験

的な学習活動を行う」 

・学習指導要領との関連

（カリキュラム・マネ

ジメント、主体的・対話

的で深い学び等） 

◎基礎的・基本的な学力

の定着、達成感 

◎生徒一人一人の進路希

望に合わせた多様な講

座の開設 

◎関係機関との連携 

ア 達成感を得られる学びの実践を通して、基礎的・基

本的な学力の定着を図る。 

イ 生徒一人一人の興味や進路希望に応じた多様な科

目を設定し、個々の資質・能力の向上を図る。 

ウ 地域や外部機関等と連携した実践的・体験的な学

習活動を充実させ、主体的に学習に取り組む態度を

育む。 



具
現
化 

④習熟度授業を導入し、基礎基本の徹

底を図る。 

⑤生徒の進路希望や興味、関心、進度

に応じた選択科目を開設するとと

もに、適切な科目の履修ができるよ

う、ガイダンス機能の充実を図る。 

⑥地域と連携した探究的な学習活動

や、外部機関等を活用した専門的な

教育の実習等を充実させる。 

➍少人数学級編制を実施する。 

❺習熟度別学習による基礎・基本の徹底を行

う。 

❻ティーム・ティーチングを導入や学習サポ

ーターとの連携によるきめ細かい指導を

行う。 

❼多文化共生推進員と連携し、多様化する生

徒が安心して学べる環境を整備する。 

❽生徒個々に応じて、商業科目など実習を多

く取り入れたカリキュラムを作成する。 

❾資格取得に向けた個別指導に学校全体で

取り組む。 

❿地域と連携した探究的な学習活動や、外部

機関を活用した専門的な教育の実習等を

通じて、興味関心を高め、主体的な学習態

度を育成する。 

・探究活動（「総合的な探

究の時間」の充実） 

・教科横断的な学び 

・学習評価の在り方 

・選択科目の開設 

・外部人材等の導入 

・商業科目 

◎習熟度別授業 

◎地域と連携した探究活

動 

ア 教科・科目の特性に応じた習熟度別授業を実施し、

ＩＣＴを活用して個々の学力に対応したきめ細かな

指導を行う。 

イ 総合的な探究の時間等を通して、地域貢献や地域

課題解決等に取り組み、実用的・実践的な知識・技能

の習得を図る。 

ウ 特色のある教育課程を編成し、アニメーションに

関する科目等、選択科目を幅広く設置するとともに、

履修に関するガイダンス機能の充実を図る。 

エ 情報の適切な扱い方に関する学びの機会を設け、

情報モラルや情報リテラシーの向上を図る。 

オ 日本語支援員や学習サポーター等の外部人材を活

用し、生徒一人一人に寄り添った丁寧な学習指導を

行う。 

カ 地域や企業等と連携し、体験活動等を通して専門

分野に対する生徒の興味・関心を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）生徒指導 

 越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

基
本
方
針 

①社会生活の基本を身につけさせる指

導を徹底する。 

②一人一人の特性に応じた適切な指導

を行う。 

③主体的に行動できるように、自己肯

定感を持たせる指導を行う。 

❶生徒理解に基づき、多様な生徒に合

わせた支援を行う。 

❷規範意識を高め、卒業後に社会で通

用するモラルやマナーを身に付けさ

せる。 

・生徒指導提要との関

連 

・自己肯定感 

・規範意識 

ア モラルやマナーの習得を図るとともに、規範意

識を高め、社会で活躍できる人材を育成する。 

イ 生徒一人一人の特性に応じた支援を行う。 

ウ 生徒の主体性や自己肯定感を高めるとともに、

他者を尊重する豊かな人間性を育む。 

具
現
化 

④挨拶をする、時間を守る、身だしなみ

を整えることなどを学校生活の中で

指導する。 

⑤教職員一人一人が対話に重みを置く

とともに、スクールカウンセラーや

スクールソーシャルワーカー等と連

携し、多角的な視点で指導する。 

⑥生徒の行動を教員間で見守り、小さ

な失敗を次の行動に生かせるよう、情

報を共有し多角的な視点で指導でき

るよう体制を整える。 

❸教職員がカウンセリングマインドを

身に付け、SC、SSWと連携した組織的

な教育相談体制を確立する。 

➍問題を抱える生徒に対し、教育相談

的な視点から学びを支援する。 

❺教職員の共通理解に基づいた指導体

制を確立し、生徒指導にあたる。 

❻家庭との連携を密にしてして基本的

生活習慣や社会で必要なマナーを指

導する。 

・教育相談への言及 

・家庭との連携 

◎SC、SSWとの連携 

ア 生徒、保護者の理解のもとに基本的な生活習慣

の定着及び規範意識の向上を目指した丁寧な指導

を行う。 

イ 家庭との連携を密にしながら教職員間で共通理

解を図り、開かれた指導体制を確立する。 

ウ 教職員一人一人がカウンセリングマインドを身

に付け、スクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカー等と連携しながら、組織的な教育相

談体制を確立する。 

エ 地域のイベントやボランティア活動等に積極的

に参加するなど、主体的な体験活動を推進する。 

オ 人権課題に対する正しい理解を深め、学校の教

育活動全体を通じて人間尊重の精神を涵養する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）進路指導 

 越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

基
本
方
針 

①自分の適性に気付かせるために、自

己と対話する機会を持たせる。 

②社会が人のつながりでできているこ

とを理解させ、つながりを作ってい

くことを意識させる。 

③生徒一人一人の進路実現に向けた支

援を行う。 

❶大学や専門学校、地元企業等、地域社

会と連携した進路指導を実施する。 

❷資格取得を推奨し、進路意識を高め

ると共に学習への動機付けを行う。 

・新校基本方針との関

連 

 「クリエイティブな

分野で活躍できる人

材の育成」 

・大学、地域等との連携 

 

ア 将来を見据え、自信をもって進路選択ができる

よう、系統的・計画的なキャリア教育を行う。 

イ 一人一人の進路希望に応じて、生徒に寄り添っ

たきめ細かな指導を行う。 

ウ 豊かな職業観を育成するため、大学や専門学校、

地元企業等、地域社会との連携に積極的に取り組

む。 

具
現
化 

④３年間の進路指導計画に基づき、進

路行事や適性検査等を実施する。 

⑤外部講師の講演や地域での探究的な

活動をとおして、主体的に人と人の

つながりを体験させる。 

⑥教科の補習や小論文、面接指導など

多様な進路に対応した指導を実施す

る。 

❸個々の進路希望を実現するため、３

年間を見通したキャリアデザインマ

ップを作製し、学校全体で進路指導

を行う。 

➍JST や就職支援アドバイザーを活用

し、生徒の進路実現を後押しする。 

❺商業科目などの資格取得を支援す

る。 

❻進路希望に応じた実技を含む多様な

選択科目を開講する。 

・キャリア教育 

・高大連携 

・探究活動（「総合的な

探究の時間」の充実） 

ア ３年間を見通した系統的な進路指導計画に基づ

き進路ガイダンスや適性検査等を効果的に実施す

る。 

イ 進路指導部を中心に各学年が連携を密にして、

多様な進路に対応できる指導体制を確立する。 

ウ 生徒一人一人の能力、適性及び希望に応じた指

導を実現するためのキャリアデザインマップ等を

作成し、個に応じた丁寧な指導を行う。 

エ 地域と連携した探究活動等を通して生徒の興

味・関心を広げるとともに、資格取得を奨励し、

主体的に進路選択ができるよう指導する。 

オ クリエイティブな分野で活躍している外部人材

等を活用し、進路実現に向けた支援の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（５）生徒募集 

 越生高校案 鳩山高校案 論点 新校基本計画骨子（案） 

基
本
方
針 

①教育内容の理解を深めるための広報

活動を行う。 

②中学生や保護者が学校に来ていただ

く機会を設ける。 

❶美術科は広く情報発信を行い、作品

制作に対して、意識の高い生徒を全

県から募集する。 

❷普通科は少人数の強みと個々に寄り

添う教育をアピールし、学習意欲の

ある生徒を集める。 

・広域から募集 ア 小・中学生や保護者が関心をもてるよう、様々

な機会を捉えて学校の魅力や情報を積極的に発

信する。 

イ 学校の特色や育てたい生徒像を踏まえ、目的意

識が高く意欲のある生徒の募集に努める。 

ウ 生徒の実践を広く発信し、広範囲の地域に向け

た募集活動を行う。 

具
現
化 

③中学生・保護者に本校の特色や魅力

を伝える。在校生の充実した学校生

活や進路実績を紹介する。 

④学校説明会や授業公開を実施する。 

❸体験授業、作品見学などを取り入れ

た学校説明会を実施し、美術科の魅

力を広く宣伝する。 

➍HP や広報誌などで生徒の活躍につい

て積極的に発信する。 

❺中学校訪問では、特色や育てたい生

徒像を具体的に伝え本校で学ぶ意欲

のある生徒を集める。 

❻丁寧な個別指導による体験授業を実

施するなど本校の良さが伝わる学校

説明会を行う。 

❼HP や広報誌などで生徒の活躍につい

て積極的に発信する。 

・ホームページの活用

やパブリシティ活

動、SNSを含めたメデ

ィア展開等の工夫 

ア 体験授業、作品見学などを取り入れた学校説明

会を組織的に実施し、学校の魅力を広く宣伝す

る。 

イ 学校の特色を生かした取組を行う中で、近隣の

小・中学校等との交流を図る。 

ウ 校務分掌における生徒募集体制を強化するとと

もに学校や地域の関係者との連携を図る。 

エ ホームページや広報誌などで生徒の活躍につい

て積極的に発信する。 

オ 入学者選抜において、学校の特色や育てたい生

徒像を踏まえた選抜基準を設ける。 

 

（６）その他 

越生高校案 鳩山高校案 ア 指導の充実を目的とした様々な研修を実施して、

教職員の資質・能力の向上を図る。 ・安心して生活のできる校内の環境の整備。 ・通級指導の継続について 

 


